
    戸塚区教育研究会 

１ 研究主題 

社会に開かれた教育課程の創造・実践 

 ～主体的・対話的で深い学びを実現する授業力の向上と研究交流の広がりをめざして～ 

２ 研究主題について 

 新学習指導要領の全面実施に伴い、市小学校教育研究会と同様の研究主題を設定した。改訂の基本方

針にあるように、子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動

的に学び続けることができるように、授業改善に向けて粘り強く取り組む。 

３ 研究方法 

・各校 1 名参加での研究会を基本で開催。

・研究が絶えないように、テーマごとにワークショップや zoom 等を活用したオンラインといった分散方

法を各研究会で工夫を行った。

・コロナ禍の中で気をつける、また工夫できる授業のあり方を学ぶ講演会の開催。

４ 年間活動（事業）報告 

5 月 第 1 回 役員会・総会 (横浜市立大正小学校にて開催) 

11 月 巡回書写展・巡回図画工作展 

3 月 第 2 回 役員会・総会(書面) 

 特色ある研究活動(実技研修・臨地研修・施設見学・講演会等) 

5 研究の成果と課題 

  今年度は、コロナ禍の中、どの学校も新学習指導要領に沿った学習指導やいかに学習の質を落と

さず、子どもたちの学びを保障していくかを視点に、研究教科等及び研究内容について研究部を通

じ学校同士の情報共有を行うことができた。制限の中ではあったが、各研究会が研究方法の工夫を

凝らし、上記のように特色ある研究活動を取り入れた活発な研究活動を行うことができた。

今後も、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業力の向上について、子どもの深い学びの具

現化を目指して、教職員が主体的に、かつ協働して、研究に取り組み続けることが必要である。 

また、教職員の働き方改革及びペーパーレスの観点より、各研究部から各校への招請状の配付を

4 月に一括で発出するか YCAN 組織メールで配布することとした。今年度の苦境を新しい研究活動へ

の一歩となることを期待したい。 

国語：7 月 講演会 8 月 講演会(光村図書)  11 月 講演会 1 月 講演会（講師：横浜国立大学 青山浩之
先生「水書について」） 

社会：9 月 講演会(「地図帳活用の仕方」講師:瀧元 浩一氏) 
算数：7 月 講演会（戸塚区・港南区・栄区合同研修会） 8 月 市研夏季セミナー【オンライン開催】 

 12 月 講演会
理科：8 月 プログラミング実技研修会 11 月 講演会 
音楽：8 月 指揮法研修（実技研修を伴う研修）(講師  鳥が丘小学校 校長 松﨑 由里子 先生) 

11 月 歌唱研修(講師 川上小学校 神山 恭 先生) 
12 月 器楽研修 (講師 戸塚小学校 副校長 澁田 美穂 先生) 

    1 月 研修（講師 下郷小学校 押江 恵 先生）【オンライン開催】 
図画工作： 6・8 月 実技研修 
家庭：7 月 講演会「これからの家庭科学習を考える」

 8 月 実技研修会「学習カードづくり」
体育：11 月 実技研修 (講師 横浜市スポーツ協会 中村 睦美氏) 

12 月 実技研修 (講師 下郷小学校  校長 加藤 雅司 先生)  
道徳： 7月 学習会「令和元年度道徳授業力向上推進校 矢部小学校報告」 8月 講演会 
特別活動：7 月 研修会  
情報視聴覚：10 月「ロイロノートの基礎研修」
学校図書館：7 月「学校図書館利活用の手引き」10 月 実技研修「戸塚図書館との連携研修」 
保健：8 月 研修会「養護教諭のスキルラダーをもとにした実践の振り返りと共有」
生活・総合的な学習の時間：10・12 月 企業研修会 11 月 臨地研修「サカタのタネ」
外国語活動：6 月 講演会「新学習指導要領における授業づくり」

9 月 講演会(講師 横浜市立港南中学校 校長 笠原 一 先生) 
特別支援教育：12 月 講演会「配慮を要する児童への性教育について」 


